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今後の企画部会の調査審議について（前回の補足）

令和４年４月中旬頃

令和３年10月28日（予定）
①関係：用地取得の現状と今後の制度見直しについて

①関係：地域における再生可能エネルギー発電事業について 等

令和４年３月上旬頃

令和３年12月末 所有者不明土地法見直しに向けた部会とりまとめ

令和４年５月頃 土地基本方針の改定

令和３年12月中下旬頃
①関係：所有者不明土地法見直しの方向性について

①関係：特措法見直しに向けた部会とりまとめ（本文）について 等

②関係：土地基本方針の改定本文案について 等

令和３年９月16日（木）（本日）
①関係：地方公共団体へのアンケート結果の結果

②関係：土地関係施策の概算要求について 等

令和３年11月29日（予定） ①関係：とりまとめ（骨子）について 等

○ 今後の企画部会においては、主に、以下についてそれぞれご議論いただくことを予定。

① 所有者不明土地法の見直しに向けた部会とりまとめに向けた議論
② 土地基本方針の令和４年５月頃の改定を見据えた土地関連施策に関する幅広な議論

○ あわせて、今後取り上げるべき中長期的課題についてもご議論いただきたい。

次期通常国会に所有者不明土地法改正法案を提出

①関係：所有者不明土地法改正法案の概要について

②関係：土地基本方針の改定（骨子）について 等
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○ 令和3年7月1日から募集を開始した「第1回「土地月間」ポスターコンテスト」について、土地月間実行委員会
及び専門家から構成される審査員による審査を行い、受賞作品が以下の通り決定。

第１回「土地月間」ポスターコンテストの結果について
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第１回「土地月間」ポスターコンテストの結果について

○審査員（敬称略、50音順）
・ 田中美帆：多摩美術大学・横浜国立大学 ソーシャルデザイン論 非常勤講師
・ 谷山智彦：ビットリアルティ株式会社取締役、株式会社野村総合研究所上級研究員
・ 吉冨友恭：東京学芸大学環境教育研究センター教授
・ 吉原祥子：公益財団法人東京財団政策研究所研究員・研究部門主任
・ 土地月間実行委員会



（参考）第１回「土地月間」ポスターコンテスト実施要項

１．目的
土地に関する制度が大きく変化している中、毎年10月に設けられている「土地の日（10月１日）」、「土地月間」において、今一

度、身近な「土地」について考え、「土地」の制度に関する理解が深まるきっかけとなるよう、地域の「土地」が抱えている問題や、
「土地」の利用・管理の方法について広く国民に訴えかけるポスターデザインを募集します。
また、応募者の皆様に対しては、作品制作の過程を通じて、「土地の日」と「土地月間」を知ってもらうとともに、「土地」の制度

への興味・関心を持ってもらうことを期待しています。

３．応募資格 ： どなたでも応募可能です！
４．応募方法 ： 当省HP掲載の募集要項をご確認ください。
５．応募締切 ： 令和３年８月16日（月） 当日消印有効
６．表彰（予定） ： 大賞（１点）金券５万円（高校生以下の場合は図書カード５万円）及び賞状

優秀賞（２点）金券３万円（高校生以下の場合は図書カード３万円）及び賞状 など
７．発表 ： 入賞者に通知するとともに、令和３年９月９日に国土交通省ホームページで公表しました。

２．募集内容
「土地」に関係する、以下の制作テーマＡ～Ｃいずれかの内容を選択し、絵画、写真、グラフィックデザインのいずれかで制作

したものとします。作品の中には、必ず下記両方のワードを入れてください。その他、キャッチコピーなどの記載は自由です。
＜ワード＞①10月は土地月間 ②10月１日は「土地の日」です
＜制作テーマ＞

制作テーマ 制作にあたってのイメージ（参考）

A 漢数字の「十」と「一」を縦に並べ、漢字の「土」に見立
てたデザイン

作品を見た人が、十＋一＝土、10月１日は土地の日、10月は土
地月間、とイメージしやすいもの

B あなたが考える（または体験したことのある）土地の
課題・問題

・ 迷子の土地 ・ 荒れた土地
・ 土地の「上手な使い方」と「迷惑な使い方」の対比
・ 土地に関する仕事の情景 等

C 未来の、土地の楽しい使い方
・ みんなが集まる土地
・ 空き地を10年使ってみよう
・ 荒れた土地を豊かにする方法 等
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